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研 究 の 要 約
課題の場面を図に表すことは,秋頃の構造をとらえる上でとても有効である｡
しかし,すでに勘面がとらえられ解決の見通しが立っているにもかかわらずFlに
表すのでは,かえって面倒なだけでそのよさはあまり子どもには実感されないだ
ろう｡どうしても図に表さないと解決できない,または解決の妥当性が確かめら
れない,うまく説明できないような経験をさせなくてはいけないU
そこで,この研究では, r園に表すよさ｣を子どもたちが実感するにはどのよ
うな支援が有効かについて実践を通して探る｡
1 はじめに
(1)数学的思考力 ･表現力について
新学習指帝要髄解鋭算数編には算数科改訂
の基本方針として,｢算数的活動を一層充実
させ,基礎的 ･基本的な知識 ･技能を確実に
身に付け,数学的な思考力 ･表現力を育て,
学ぶ意欲を高めるようにする｡｣｢教学的な
思考力 ･表現力は合理的,論理的に考えを進
めるととヰ､に,互いの知的なコミュニケ-シ
ヨンを図るために重要な役割を果たすもので
ある｡｣とある｡数学的な思考力 ･表現力は
これからの子どもたちの稚力として重視され
るものである｡
思考力と表現力とは互いに補完しあう関係
にあるといえる｡考えを表現する過程で,自
分の考えの正しさに気付いたり,自分の考え
の換りに気付いたりすることがあるし,自分
の考えを表現することで,筋道を立てて考え
を進めたり,よりよい考えを作ったりできる
ようになる｡
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(2)昇数的活動について
算数的活動とは, ｢児童が目的意識をもっ
て主体的に取り組む恭敬にかかわりのある様
々な活動｣のことであるOまた, ｢目的意織
をもって主体的に取り組む｣とは, ｢新たな
性質や考え方を兄いだそうとしたり,具体的
な探題を解決しようとしたりすること｣であ
る｡黍祝したい算数的活動は次のとおりであ
る｡
①作業的 ･体験的な情動など身体を使ったり,
具体物を用いたりする活動
②算数に関する課題について考えたり,罫数
の知軌を基に発展的 ･応用的に考えたりす
る借物
③考えたことを表現したり,説明したりする
活動
現行の学習指導要領において程起された算
数的活動を(丑の外的な活動と②の内的な活動
に集約 し,③が①と②の両方にかかわってく
るものとなっているD
(3)単元の指導の塵点
｢6人 1列に並んでいて,あなたの前には
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2人います｡では,あなたの後ろには何人い
ますかつ｣正答は ｢3人｣であるが,大人で
あっても昔外に r4人lと間違えてしまうこ
とがあるのではないだろうか｡正答を聞くと
｢そういえばそうだ,｣とすぐに納得できる
が,そのためにはilの中で場面を思い描くな
ど,操作をし吉はずである｡さらに課越にあ
る全体の人数が ｢6人｣と多くなかったため
に,関越場面が把捉Lやすかったからではな
いだろうか｡
この朕越を解決するには,次の2つ0)考え
方が大E)]だと考えるo lつ目は r場dl-を絵や
図に支すこと｣で,もう1つは r簡単な数｣
ということである｡ ｢絵や図に衆すと場Fn-を
とらえやすくなり,解決の手助けになる｣と
いうことと ｢簡単な数だと考えやすい｣とい
うことは,これよでの学習でも有効であった
だろうし,これからU)学習でも子どもたちの
Hln越解放にll一勤だということは開追い/_Eいで
あろう｡
2 育てたい思考力 ･表現力とその
ための算数的活動
(1)場面を絵やl父=こ衷現すること
TどもたらはfHl腰を見て.ひき節が使える
だろうと気付くであろうoLかし,上i純にひ
き節をしても答えが正しいかどうかはわから
ないしそこで,絵や図を用いて答えを求めよ
うとする｡絵や岡を用いることが有効である
rとを理解させたいと考えた｡
(2)考えたことを表ERしたり,説明したり
すること
考え方の説明や,式に表したときに簸初の
ひき鞄の式に r-1｣や ｢+1｣をしなくて
はならない理【tlを説明するときに,絵や図を
示すことによって説明の根拠となることを理
解させたい｡
(3)簡単な数 (場面)で考えること
｢+1｣の根拠を考えたり,説明したりす
るとき,数が大きいととらえにくいし絵やrxJ
をかくのが人変である｡そこで数を小さくし
て, ｢全体の数一前から〇番目-R分の緒ろ
の人数｣がいつでも言えることを確かめさせ
て,簡単な数で考えるよさを感じさせたい｡
(4)本時の主な活!TtJ)
①はじめの脱題の解決に取り組む
13人が1れつにならんでいますQけん
たさんのよえには5にんいますoけんたさ
･13-5-8 且△ (誤答)
･13-5=8 8-1-7 _ZA
･5+1-6 13-6-7 7人
･絵や例で考える (確かめる)
rJ(⊃00O●0000000 エム
El人/-さん
･数回ブロックで具体的な操作を通して如決
する
口□□ロロ■□□□□ロロロ エム
りんfさん
(勃場面を絵や図に表し, Jf答を確かめようと
する
(診次の課題の解決に取り組む
ぼうLが 11こならんでいj:すo赤いぼ
うLLl左からp‖ゴん日です○それは右から
･ll-6-5 5+1-6 _隻_壁_日
･6-1-5 11-5-6 旦_垂月
･絵や図で考える (確かめる)
00(つ00●00000 旦畳旦
-^て川 r.I)し
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･数図ブロックで具体的な操作を通して解決
する
□□ロロロ■ロロロロロ 且畳旦
長いはうし
(彰｢+1｣や r- 1｣をすればよいというこ
とが成り立つ理由を考えたり発表したりす
る
7人が1れつに′たらんでいます○みらい
さんはまえから ( )ぽん目ですo うしろ
･00000●○旦塵且
みちいさん
7-6-1 みらいさんのうしろは】人
だから,】+tで2ぽん目
･00000●○ 旦畳旦
み-')いさん
6-1-5 みらいさんのまえは5人
だから,7-5で2ぽん目
3 授業の実際
(1)単元の前後の関連
1年 なんばんめ (10までの順序数)
ものとひとのかず
(順序数に関する問題)
1
2年 なんばん目 (順序数と巣食牧の組
み合わされた問題)
L
3年 間の数 (間の数に者rlして
解く関原)
(2)本時の目標
いろいろな順序数の問題を図にかいて考え.
解くことができる｡
(3)本時について
本時では.｢図に表すよさ｣を子どもたち
に感じ取らせたい｡課題の場面を図に表すこ
とは.課題の構造をとらえる上でとても有効
である｡ しかし,すでに場面がとらえられ解
決の見通しが立っているにもかかわらず図に
表すのでは,かえって面倒なだけでそのよさ
はあまり子どもには実感されないだろう｡ど
うしても図に表さないと解決できない,また
は解決の妥当性が確かめられない,うまく祝
明できないような経験をさせておかなくては
いけない｡
図に表せば必ず解決できるということと,
計界による解決を脱述付け,全体から○つ,
〇番目をひいた数に ｢1をひく｣｢1をた
す｣ことで正答を得られることをおさえると
ともに,｢1をひく｣ ｢1をたす｣意味を同
を通して考えていくようにしたい∩
(4)実際の授某
13人が1れつにならんでいます.けん
たさんのまえには5にんいます.けんたさ
T 全員で何人並んでいますかつ
C 13人です｡
T けんたさんの前には何人いますか?
C 5人ですd
T 答えは何人でしょう｡
C 13-5-8だから8人です｡
T 本当に8人でしとうかつどうしたら分か
るでしょう?
C 図をかいたらいいです｡
T 教科エFのような図をかきましょう｡
○が 13個ありますか?けんたさんは列
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のど∴にいるか分かりますか?
嶋 面 を 鼠 に 義 覆 す る
c OOOO ●〇〇〇〇〇〇〇
L JJふたさん
5人
C (7人だ !)
C 8人と思ったけど,7人です｡
(賛成多数)
T 図を見て.説明を考えましょう,
C (.n力解決)
考 え た こ と を 喪 親 した り .
税 明 し た りす る
C Eず,全員で 13人です｡次にけんたさ
んの前には5人います.けんたさんは前か
ら6終日です｡だから,後ろには7人いま
す 式は 13-6です｡
13人
uOOO ●0000000
し ハ I人1さん ノ
5人 7人
C はじめに13人います｡けんたさんは前
に5人いるので6番 目です｡次に後ろにい
る人を考えるので,6番目のけんたさんま
での数をひくと,13-5-1で7人にな
り1三す｡
13人
●●●●0000000しけ/Jたさん
6人
丁 図をかいてみてこもが付いたことはありま
せんか?
C けんたさんは前から6番 目です｡
T 13-5ではどうしていけないのでしょ
う?
C けんたさんもひかないとだめです｡
ぼうLが 11こならんでいます○赤いぼ
うLは左から6ぽん目ですoそれは右から
T この間越もできそうですか?
C できる !できる !
T 図にかいて考えてみましょう｡
場 面 を 園 に 表 現 す る
C (自力解決)
考 え た こ と を 嚢 現 し た り.
説 明 し た りす る
C 帖71は 11こありますC赤い相子の左に
は5こあります｡赤い帽7-の茄にも5こあ
ります｡赤い帽7-は右から6番目です｡式
は13-5です｡
11こ
00(⊃00●00000
＼ ノJI､いLlうし
5 こ
C まず,相子は11こあります｡赤い帽子
は左から6韓日なので,赤い帽子の右には
帽+は5こありますOだから,赤い帽子は
右から6番目です｡式は13-6+1にな
りよす｡
11こ
〇〇〇〇 ●00000
し______五リIr勺｣ ノ
6こ 5こ
T 図をかいてみて,どんなことに気が付き
ましたかつ
C 赤い帽子は左から6番EJだし,右からも
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6番目です｡
C さっきは1ひいたけど,今度は1たさな
いとだめです｡
簡 ■ な 轟 で 奪 え る
T 何番目の間借はいつも1をたしたらいい
のでしょうか?
7人が1れつにならんでいます○みらい
さんはまえから ( )ぽん目です○うしろ
自分で考えた数を当てはめて,考えてみ
ましょう｡
場 面 を 喝 に 嚢 現 す る
C (自力解決)
考 え た こ と を 轟 現 した り.
説 明 した りす る
C 前から6番目だと,後ろから2番目にな
ります｡式は7-6+1です
7人
00000●○
みちいさん
C みらいさんが前から2番目だと,7-2
十 1-6 6番目です｡
7人○●〇〇〇〇〇
キ()いさん
C 前から7番目だと.一番後ろになります∩
式は7-7十1-1,後ろから1番目にな
ります｡
7人
〇〇〇〇〇●
み:>いさん
T いつでも正しいと言えそうですね｡園を
かくとどうでしたか?
C 図をかくと,答えがすぐ分かります｡
C 全員から前から何番目までをひくと,み
らいさんの後ろの人数になるので, 1たさ
ないといけないと思いました｡
4 実践をおえて
r図に凄すよさ｣を子どもたちが実感する
にはどのような支援が有効か考え.実践して
きた｡
(1)場面を絵や図に表現すること
応初の問題は,教科番にかいてある図を使
って,全員が同じ図がかけるようにした｡
13人を13個の○で表すこと,その中のけ
んたさんはどの○なのかをていねいに確認し,
全員がきちんとした図がかけるように配慮し
た｡図に裁すまでは,間越の意味がよく理解
できていなかった子どもも,図をかくと問題
に曲り組むことができていた｡また,Jk初の
問題のときに,図をかくまでは13-5と考
えていた子どもも図をかくと,自分の問追い
に気付くことができた｡ 2間日,3聞剛まほ
とんどの子どもたちが図に表すことができて
いた∩数図ブロックを使った子どもはいなか
った｡
(2)考えたことを表現したり,説明したり
すること
問題を図に表して答えを求めることができ
ていても,数値を岱き込んだり説明をかいた
りすることには抵抗を感じる了どもが見られ
た｡数値や説明を番き込んでいる実際の子ど
ものノー トを紹介したり,図を県板にかいた
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りして,何人かの子どもに自分の言葉で説明
をさせた｡｡説明するときには, ｢まず｣
｢次に｣ ｢最後に｣のように順序を表す言葉
を使って説明するようにした｡
答えを式を用いて表すことには,こちらが
思ったほど抵抗を感じる子どもは多くなかっ
た,Ji･初の問題では,図をかくことによって,
13-6と､'Z.式する子どもが多かった｡
(3)簡単な数 (場面)で考えること
数が小さい7人で考えたことで,1つだけ
でなく,2つ,3つと図にかいて考えた千ど
もがたくさん見られた｡そのことで,きより
について意識できた子どもが多かったように
感じた｡
今後も教JiLF的な思考力 ･表現力を育てる授
業づくりについて,研究を進めていきたい｡
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